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  令和 7 年度の事業報告書 

 

  令和 7 年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日まで 

NPO 法人 MBFC 

 

１ 事業の成果 

「地域の魅力を届ける」「佐賀から発信」といったテーマのもと、当団体が活動を共にする文化芸術

団体や子どもたち（伊万里小学校コーラス部やティーンズミュージカル SAGA など）の動画音楽を

通じて露出機会が増加し、ふるさとに誇りを持つ子どもたちの育成および地域文化の振興に寄与

することができた。今年度の特筆すべき実績として、福井県美浜町からは、佐賀の「県民参加型

ミュージカル」のノウハウを街づくりに活かしたいとの要請を受け、町民ミュージカル立ち上げ

に向けた助言・運営協力を実施し、今年度、同町において無事にミュージカルが開催され、「今

後もこの取り組みをずっと続けていきたい」との高い評価と信頼を得るに至った。これは、佐賀

における先進的な文化活動が、他県の地方創生モデルとして機能している実証である。また、全

国の小中学校で活用できる教材曲や、教員・児童生徒向けのダンス・歌唱教材映像を昨年度を上

回る規模で制作した。これらを YouTube 等のインターネットサービスを通じて無償配信すること

で、佐賀の文化芸術の認知度向上と教育現場への貢献を果たしている。さらに、地域に根ざした

活動と並行し、被災地支援にも注力し震災により校舎を失い、プレハブでの勉強を余儀なくされ

ている石川県能登地方の子どもたちのもとへ足を運び、過酷な環境にある子どもたちを励ますと

ともに、現地の教育・文化活動の再開を具現化するため、映像教材の創作事業をリモートを使う

などして全国の子どもたちと繋がり、一緒に行った。今後も複数の文化芸術団体と緊密に連携し、

子どもたちや指導者のモチベーション向上と団体の維持、被災地の子どもたちへの継続的な復興

支援、そして佐賀からの持続的な文化発信に努めてまいる所存である。 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実

施日時 

(B)当該事業の実

施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

(単位：円) 

①子どもミ

ュ ー ジ カ

ル事業 

生舞台での公演は実施でき

ませんでした。 

  0 

②表現教育

を 促 進 す

る 映 像 教

材 の 創 作

事業 

映像教材の創作事業 

全国の小中学校で使っていただ

ける教材曲や、先生や子ども

たちが練習するためのダンス

教材や歌唱教材の映像を制作。 

(A)４月１日～３

月３１日 

(B)STUDIO ISSEI 

(C)300 人 

 

(D)全国の子

どもたち 

(E)300 人～ 

6,560,906 

③音楽イベ

ン ト の 企

画 運 営 事

業 

生イベントは実施できませ

んでした。 

  0 



④世界の子

ど も た ち

の 読 書 環

境 を 作 る

事業 

南アフリカの受け入れ体制

が止まっているため、移動

図書館は送れませんでし

たが、広報活動は継続しま

した。 

(A) ４月１日～

３月３１日 

(B)国内全域 

(C)10 人～ 

 0 

 


